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研究成果の概要（和文）： 日本各地に存在する伝統木造住宅の耐震性能を評価するためには、各地に存在する多種多
様の構造・構法を系統的に分類し、その構造要素を対象に力学的な特性を明らかにする必要がある。
　本研究では、各地（金沢市、高山市、鎌倉市などの地域を想定している）の伝統木造建物の実測調査を実施し、それ
らの建物を構成する構造要素を抽出・分類し、構造要素を対象に静的加力実験や振動台加振実験を実施し、それぞれの
構造要素の耐震性能を明らかにするとともに、それらの調査・実験データを広く公開することによって多種多様の構造
・構法の耐震性能を評価する基礎データを構築した。

研究成果の概要（英文）：The aseismic capacity for the tradition wooden houses that exists in various 
parts of Japan is evaluated. Various structures that exist in various places are systematically 
classified.Various structures that exist in various places are systematically classified. A dynamic 
characteristic is clarified for the structural element. The measurement survey in the tradition wooden 
houses of various places was done.The structural element that composed the building was extracted, and 
classified. The static loading tests and the vibration tests were executed for the structural elementThe 
aseismic capacity for each structural element was clarified.Those investigation and experimental data 
were disclosed.

研究分野： 耐震工学
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代から日本は地震活動の活発期

に入っていると言える。ここ数年各地で発

生している地震では、甚大な被害を受けて

いる。特に地域の風土に根付いた伝統的な

木造建物の被害が多く報告されている。 

各地域の気候・風土の特色に基づいた伝

統的な軸組構法は、建築材の有効な使用（地

域産材の活用）や長い年月をかけて築かれ

た合理的な構造・構法など多くの優れた特

性を有しているが、それらの耐震性能を評

価するための基礎的なデータが不足してい

るのが現状である。多くの実務者から各地

域の特性を評価する方法の提示が求められ

ている。 

伝統構法の耐震性能に関する研究は行

われてきているが、多種多様の構造・構法

に対応できていないのが現状である。 

多種・多様の構造を把握し、構造力学的

な観点から分類し、系統的に構造特性を明

らかにすることにより、汎用性の高い耐震

性能評価が行える。 
 
２．研究の目的 
日本各地に存在する伝統木造住宅の耐震

性能を評価するためには、各地に存在する

多種多様の構造・構法を系統的に分類し、

その構造要素を対象に力学的な特性を明ら

かにする必要がある。 

本研究では、各地（金沢市、高山市、鎌

倉市などの地域を想定している）の伝統木

造建物の実測調査を実施し、それらの建物

を構成する構造要素を抽出・分類し、構造

要素を対象に静的加力実験や振動台加振実

験を実施し、それぞれの構造要素の耐震性

能を明らかにするとともに、それらの調

査・実験データを広く公開することによっ

て多種多様の構造・構法の耐震性能を評価

する基礎データの構築に貢献することを目

的とする。 
 
３． 研究の方法 

・地域の伝統木造建物の構造実態調査：伝

統木造建物が多く残っている金沢、高山、

鎌倉などにある伝統木造建物を対象に、構

造詳細調査を実施する。 

・構造要素の耐震性能実験：構造実態調査

に基づいて、構造要素を系統的に分類し、

現有の実験設備を使って、静的加力実験、

振動台加振実験を行い、各構造要素の耐震

性能を実験的に明らかにする。 

・耐震性能評価法の開発：今までの研究蓄

積と調査及び実験結果を踏まえて、耐震性

能評価法を開発する。 

 

４．研究成果 

① 実態調査 

調査範囲における建物の現状を明確にす

るため全数調査を行い、建物形状、階数、

構造など外観から判断可能な建物の基本デ

ータを収集する。主に、地理情報システム

（GIS）に使用されるデータである。 

図１ 調査委地域の建物分布例 

 

図 2 建物写真のデータ格納例 

 

・地理情報システム（GIS） 



コンピュータ上に地図情報やさまざまな

付加情報を持たせ、地理情報を参照できる

ように表示・検索機能をもったシステムで

ある。調査データを格納しておくことで、

将来的に災害シミュレーションに活用する

ことが可能である。 

・調査地域 

石川県金沢市、岐阜県高山市、神奈川県

鎌倉市、岡山県倉敷市、の各地域で、全数

調査を実施し、各地域で 1500 棟～2000 棟

の建物を調査している。 

図３は、石川県珠洲市における、地震の

被害想定を現した防災マップである。これ

も GIS で作成したもので、このように、地

震の被害想定をマップ化しておくことで、

危険の把握だけでなく、伝統建築物、文化

財の保全、消防活動の支援等にも活用可能

である。 

 
図３ 被害予測地図の一例 

 

② 構造詳細調査 

同じ地域内でみられる建築物を、数棟抽

出し、主に構造要素の配置、仕様や断面の

把握を目的とし、その地域の建物ならでは

の共通点を整理した。 

③ 耐震性能評価 

・限界耐力計算の概要 

 構造詳細調査を行った建物に限界耐力計

算を用いて耐震性能評価を行う。 

限界耐力計算法は平成 12 年に導入された

新しい耐震性能評価法である。現行法のも

とでは、仕口部分での金物の使用が義務づ

けられているため、土壁が主体で金物をほ

とんど使用しない伝統的な軸組構法の建物

は事実上設計できない状況に置かれていた

が、限界耐力計算を用いることにより、大

きな変形能力を持つ伝統的な軸組構法によ

る建物の耐震性能を適切に評価でき、告示

の規定に縛られることなく耐震設計が可能

となった。建築基準法に規定された地震力

によって、建築物がどのように揺れてどの

程度変形するか、そして各自で初めに設定

した最大応答変形角に建物の変形が収まっ

ているかを検証し、評価した。 

図４ 耐震要素の配置図例 

 

また、数値解析として、Wall-Stat とい

う解析ソフトを応用して、木造住宅の地震

応答解析を行い、より詳細の被害想定デー

タを構築した。図５に解析結果の一例を示

す。 

 

図５ Wall-Stat による解析例 
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